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〈要旨〉消化器外科病棟で手術をした患者の一部はドレーンを留置したまま退院する。ドレーンを留置したまま自

宅で生活をすることは患者にとって負担が大きい。現在の退院指導に対する患者の意見や思いを把握できていな

かったため，退院支援の現状を把握し課題を明確にするためにアンケート調査をした。その結果，退院支援の方法・

内容は理解されており，統一した支援が行えていることが分かった。課題としては退院後をイメージした練習をす

ること，入院中から必要物品の準備をすること，外来や他の医療機関との連携の3点であることが明確になった。
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Ⅰ．はじめに

A病棟は消化器外科病棟であり，年間約380例の手

術が行なわれている。その約7％がドレーンを留置し

たまま退院するが，これは退院後自宅で生活をする上

で患者にとって負担が大きいと思われる。さらにA病

棟は病棟経験年数3年目以下が半数を占めるという現

状があり，現在は受け持ち看護師が中心となって退院

支援を行っているが，看護師の知識や経験の差がある

ため，統一した退院支援ができていないのではないか

と感じていた。また支援した内容が十分であったのか，

退院後に不安があったのか等患者の意見を把握してい

なかった。そこで今回はドレーン管理の退院支援を受

けた患者に，アンケート調査を実施し，現在行ってい

る退院支援の課題を明確にし，患者の意見を退院支援

に反映させたいと考え本研究に取り組んだ。

Ⅱ．研究方法

研究期間：2010年1月1日～2012年3月末日。

対象：2010年～2011年に手術後ドレーンを挿入した

まま退院した患者：26名。

方法：独自に無言己名，自記式のアンケートを作成し郵

送法にて調査した。

アンケートの質問内容は1）退院支援の開始時期は

適切であったか，2）支援回数は適切であったか，3）

支援内容は理解できたか，4）支援が統一されていた

か，5）退院時不安があったか，6）退院後困ったこ

とはあったか，の6項目である。

Ⅲ．倫理的配慮

研究への参加は任意であること，研究に参加しない

場合でも不利益を受けないこと，研究への参加に同意

した後でも同意を撤回できること等を文書で説明し
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た。アンケートで得られたデータは，匿名化し研究以

外の目的に使用せず，データの保管は厳重に行った。

本研究は当院の看護研究倫理委員会の承認を得て実施

した。

Ⅳ．結果

アンケートの回収率は26名中9名で34．6％であっ

た。年齢は54歳～82歳までで，平均年齢は68．1歳

であった。

1）支援開始時期：5名が適切，1名が遅かった，1名

が早かった，2名が無回答。（図1参照）

図1退院支援の開始時期について

2）支援回数：4名が適切，2名が少なかった，3名が

無回答。（図2参照）

3）支援内容（図3参照）

支援内容については以下の①～⑥について調査し

た。

①ドレーン破棄方法：8名が理解できた，1名が無

回答。

②計測方法：8名が理解できた，1名が無回答。

③シャワー時の保護方法：7名が理解できた，1名

が理解できなかった，1名が無回答。



図2　退院支援の回数についk
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図3　支援内容について

図4　統一されていたかi
l

④消毒方法：5名が理解できた，1年が理解できな

⑤固定用テープの貼り方＝5名が理毎できた，1名

が理解できなかった，3名が無回答。

慧蟹できた，2名
⑥トラブル時の対応方法：

が理解できなかった，2名が無回笥0

4）統一されていたか：5名が統一されていた，無回

答が4名。（図4参照）

5）退院時に不安があったか：2名があ；った，4名がな

かった，3名が無回答。（図5参照）．

6）退院後困ったことがあったか：1名があった，6名

がなかった，2名が無回答。（図6参照）

実際に患者の意見としては，「訪問看護や市営病院

に適ってみてもらっていた」「発熱や傷の痛み等日常

生活で再びあるのではないかという不安があった」「消

毒に必要な綿棒やテープ，保護シートなどを手に入れ

るのが大変だった」という意見が聞かれた。

58

図5　退院時に不安があったか

図6　退院後困ったことはあったか

V．考察

対象者の年齢から考えられることとして，50代，

60代の患者は理解できた，不安がなかったと回答を

している割合が高く，それに比べて70代，80代の患

者は理解できなかったと回答している傾向にあった。

この結果から患者が高齢の場合は，加齢に伴う理解力

の低下があると考えられ　入院早期からキーパーソン

や家族背景を把握し，本人だけではなく家族へも指導

をすすめていく必要があることがわかった。また家族

の協力が得られない場合は社会資源を活用する，また

は自宅へ退院するのではなく近医へ転院を検討するな

どの方法を考える必要があることがわかった。

現在の退院支援は受け持ち看護師が中心となって，

患者の経過から退院が近いと考えられた時に，医師に

確認をして支援を開始している。支援の開始時期は半

数以上が適切と回答しているが，支援回数では適切と

回答している人数が半数以下であったことから，支援

回数に関係なく患者が理解できるまで支援することが

重要と思われる。

支援内容ではドレーンの破棄，計測方法，シャワー

時の保護方法は入院中から練習を繰り返し行うことが

できており，理解できたと回答した割合が高いと考え

られる。一方で消毒方法・テープの固定方法は練習す

る機会が前述の内容に比べて少なく，アンケート結果

では半数以上が理解できたと回答しているが，実際に

は医療機関で行っていたという意見もあった。そのた



め，今後は練習する機会を多く設ける必要がある。ま

た特にシャワー時の保護，消毒，テープの固定につい

ては患者一人で行えない処置であり，家族の協力が必

要となる。入院中に家族も練習が行えるように，連絡

をとり日程を調整することも重要になる。

支援内容の統一については半数以上が統一していた

と回答しており，手順やパンフレットを使用すること

で，看護師の経験年数の多少に関わらず，統一した支

援ができていると考える。

退院時に不安があったと回答した人数は2名であっ

たが，「生活の場である自宅で医療行為という非日常

のことを行う」という点が，患者に強い不安を与える

と考えられる。さらに，退院後に困ったことでは，必

要物品を準備することが大変であったという意見が聞

かれた。必要な物品がそろっており，24時間すぐに

医療行為を受けることができる病院とは違い，限られ

た物品しかない自宅では，病院と同じレベルの処置を

継続して行うことは難しい。原田らが「在宅における

方法を取り入れたシンプルな退院指導を行う，もしく

は在宅での指導に切り替えることで，患者・家族の混

乱を最小限にしていくことが大切」1）と述べているよ

うに，退院前に物品を購入できる場所を情報提供する

こと，入院中から退院後に使用する物品を使っての練

習も必要ではないかと考える。また，退院後の生活を

イメージするために退院前に外泊する機会を設けるこ

とも重要であると思われる。

入院中早期に患者の自己管理能力や家族の協力体制

を見極め，退院後に必要な支援を検討していくことが

重要となる。さらにトラブル時に相談できる場として

外来や近医，訪問看護ステーション等の医療機関と連

携を図り，協力して退院後の生活を支えていく必要が

ある。

今回の研究ではアンケートの回収率が低いが，この

原因としてはアンケートを郵送した日とドレーンを留

置したまま退院した日に時間的な差があり，タイム

リーな調査ではなかったとことが考えられる。またこ

のアンケートは患者本人を対象にしているため，今回

の調査では家族の意見を聞くことができなかった。今

後は家族も含めた患者の意見を反映させた退院支援を

行っていく必要がある。

Ⅵ．結語

退院支援の方法・内容は理解されており，統一した

支援が行えていることが分かった。課題は，退院後を

イメージした練習をする事，入院中から必要物品の準

備をすること，外来や他の医療機関との連携の3点で

あった。
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